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我々のグループでは、UVSOR のレーザーコンプトンガンマ線(LCSγ線)を用いた同位体 CT の画像の取

得に関して研究を行ってきた。鉛、鉄、アルミニウムからなる小型ファントムに対して、今回 5.4 MeV の

LCSγ線を用いて CT 画像の取得に成功した。本講演では、構築した測定システムについて報告する。 
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1. 緒言 

同位体 CT 画像は核物質管理等に関し有効と考えられており、我々のグループでは、LCSγ線と光核共鳴

散乱（NRF）法を用いた手法を提案し、実証実験を行ってきている[1]。最近では放射光施設 UVSOR におい

て、LCSγ線ビームラインを新たに立ち上げ、CT 像の取得に取り組んでいる。 

2. UVSOR での LCSγ線ビームラインと同位体 CT 実験 

NRF の反応断面積はμb のオーダーであり、特に同位体イメージングの実用化には、強力な LCSγ線源

開発が必須である。現在、最も強力な LCSγ線施設は米国 Duke 大学の HIGS 施設であり、106-7ph/s の LCS

γ線をユーザーに提供している。我々は NRF を用いた同位体イメージングの研究のために、γ線収量の増

大が可能な蓄積リング型 FEL での LCSγ線の発生を最終目標に、UVSOR にて LCSγ線のビームラインの

開発と、同位体イメージングの研究を 2014 年度より開始した。まず手始めに、レーザーとしてはリング外

部から、5 W のファイバーレーザーを導入し、LCSγ線発生とその特性評価を行った。また、この 5.4 MeV

の LCS を鉛、鉄、アルミニウムロッドを埋め込んだ小型ファントム（40mmφ）に照射して、同位体分布

の CT 画像取得実験を行った。右図に同位体 CT 測定系の概略図を示す。208Pb を含むファントムを透過し

た LCSγ線を同じく 208Pb を含む天然鉛（ウィットネスターゲットタ）に導き、208Pb の NRFγ線（5.2MeV）

を 2 台の大型 Ge 検出器を用いて測定した。一方、通常のγ線透過画像はウィットネスターゲット下流に設

置した LaBr3(Ce)検出器を用いて測定した。 

3. 結果 

γ線フラックスとマシンタイムから、今回の実験では 2 次元 CT 像

の取得を、角度を 6 点、横方向に 7 点に対して行い、ラフではある

が、鉛 208 の位置の CT 再構成に成功した。画像構成等結果に関して

は、シリーズ発表（２）にて行う。 
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図 : 同位体 CT 測定系 
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